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地球常時自由振動の積雲による励起の理論的検討

Theoretical study on the excitation of earth's incessant free oscillation by
cumulus clouds
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近年、地球は大きな地震が起こっていない期間においても常に振動していることが知られてお
り、この現象は地球の常時自由振動あるいは地球のhumと呼ばれている。その振幅はmHz帯にお
いてngalのオーダーであるが、3.7 mHzおよび4.4 mHz付近に特に大きい振幅（超過振幅と呼ば
れる）を持つ。この振動数は大気のacoastic gravity固有モードの振動数と一致するので、超過振
幅の起源は大気の固有モードの起源と同一であると思われる。

そのような励起源の候補の一つは、全地球的に分布する積雲活動に伴う凝結ゆらぎである。そこ
で本研究では全地球に分布する積雲活動に対する、固体地球と大気の結合系の線形応答を計算す
ることにより、積雲が超過振幅を励起する可能性を検討する。

計算の結果は超過振幅の特徴を全般的に再現するものであった。すなわち、地面加速度のPSDは
3.7mHz?および?4.4 mHz 付近にピークを持ち、大きさは観測される超過振幅と同じオーダーで
ある。したがって、地球常時自由振動の超過振幅のうち有意な部分は、全休的な積雲活動により
励起されていると考えられる。
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